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３．  航空機騒音 
 
３－１  ＬｄｅｎとＷＥＣＰＮＬ 
 

我が国では、航空機騒音の指標として昭和４８年からＷＥＣＰＮＬ（以下、Ｗ値という。）

が用いられてきた。「公共用飛行場周辺における航空機騒音による障害の防止等に関する法律」

（以下、騒防法という。）や「特定空港周辺航空機騒音対策特別措置法」（以下、騒特法とい

う。）においても、Ｗ値が騒音地域の指定等に用いられてきた。 
しかし、平成１４年に成田空港での暫定平行滑走路供用開始後に騒音測定を行ったところ、

Ａ、Ｂ両滑走路の騒音を受ける地域の一部で、両方の滑走路の騒音で算出したＷ値が、片方

のみの滑走路の騒音で算出したＷ値より小さくなるという、いわゆる「逆転現象」が生じた。

このため、本市ではエネルギーベースによる評価指標への変更を国に要望した。 
その結果、航空機騒音を評価するのにふさわしい指標の検討が国において行われ、平成２

５年度より時間帯補正等価騒音レベルＬｄｅｎを新たな指標とすることが決定された。 
これにより、Ｗ値で問題となった逆転現象は、Ｌｄｅｎにおいては発生しない。 
 
騒防法では騒音により生ずる障害が著しい区域を第一種から第三種に区域分けするが、そ

の基準となるＬｄｅｎの数値は、次の通りである。 
 
表３－１  騒防法第一種から第三種区域の基準となる値 
 Ｌｄｅｎ Ｗ値（旧指標） 

第一種区域 ６２dB 以上 ７５ 以上 

第二種区域 ７３dB 以上 ９０ 以上 

第三種区域 ７６dB 以上 ９５ 以上 

 
実際の測定に当たっては、環境省の「航空機騒音測定・評価マニュアル」に従っている。 
１日のＬｄｅｎは、次の式によって表される。 
 

Lୢୣ୬ = 10logଵ଴ ቐ
T଴

T
ቌ෍ 10

୐ఽు,ౚ౟
ଵ଴

୧

+ ෍ 10
୐ఽు,౛ౠାହ

ଵ଴

୨

+ ෍ 10
୐ఽు,౤ౡାଵ଴

ଵ଴

୩

ቍቑ 

 
ここで、 

・i、j、k は、それぞれ昼間、夕方、夜間の時間帯に発生した単発騒音を表す添え字 
・LAE,di、LAE,ej、LAE,nk は、それぞれの時間帯での i 番目、j 番目、k 番目の単発騒音暴

露レベル。なお、「単発騒音暴露レベル」とは、単発的な騒音のエネルギーと等しい

エネルギーを持つ継続時間１秒間の騒音レベルのこと。 
・T0は基準の時間（１秒）、T は観測１日の時間（８６,４００秒）。 

また、特定の測定期間のＬｄｅｎは、当該期間中の各測定日のＬｄｅｎから算出される。 
 
本市では、航空機騒音固定測定局のファームウェアについて、「航空機騒音測定・評価マニ

ュアル」に基づき平成２３年度にＬｄｅｎを算出できるように改修を行った。また、従来のＷ

値も継続して算出しており、本報告書でもＬｄｅｎと合わせてＷ値についても報告する。 
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３－２  騒音測定結果（Ｌｄｅｎ） 
 

本市の管理する測定局は、騒防法により指定された第一種区域内の１７局と、第一種区域

外側にある９局の、合わせて２６局である。それら測定局での令和３年度のＬｄｅｎによる騒

音測定結果（年間値、月間値）を表３－２に示す。 
 
表３－２  令和３年度航空機騒音測定結果（Ｌｄｅｎ）           単位：dB 

 
 

表により、第一種区域外側にある９カ所のいずれの測定局においても年間値、月間値とも、

第一種区域の基準値６２dB を超えてはいない。また、第一種区域内の１７カ所のいずれの測

定局においても年間値が第二種区域の基準値７３dB を超えておらず、さらに第一種区域の基

準値６２dB をも下回っている。月間値で６２dB 以上を記録したのは芦田、荒海橋本の２局

である。 
 
測定局毎に前年度の測定値と比較すると、－０.６dB から４.６dB の変動であった。増加

した測定局は、大室局で４.６dB、猿山局で３.４dB、新田局で１.７dB、成毛局で１.２dB、

幡谷局で１.１dB、南三里塚局で０.９dB、本城局で０.８dB、水掛局で０.５dB であった。

減少した測定局は、下金山局で－０.６dB、北羽鳥北部、野毛平、野毛平工業団地、北羽鳥、

馬場の５局で－０.５dB であった。他の測定局は、いずれも変動幅が±０.４dB 以下であり、

前年度とほぼ同様の値であった。 
 

Ｌｄｅｎの年間値を図３－１に示す。上記のように、全ての測定局で騒防法による区域指定

の基準値を満たしていることがわかる。 

測定局名称 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
R3
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

R4
1月 2月 3月

北羽鳥北部 57.0 56.5 56.3 56.3 56.3 56.0 55.6 56.1 54.9 54.4 55.2 54.2 54.2 53.5 51.6 54.8 55.6 56.8 54.6 54.0 53.0 53.9

磯　部 58.5 58.0 57.9 57.8 57.9 57.5 57.0 57.5 55.9 55.9 56.0 55.3 54.8 54.8 53.4 56.1 56.9 57.9 56.7 55.9 55.1 55.8

芦　田 62.8 62.3 62.1 61.9 62.0 61.9 61.3 61.8 60.9 60.5 61.1 61.0 60.7 60.5 59.4 61.1 61.3 62.2 60.3 59.2 58.3 59.8

赤　荻 60.4 59.6 59.6 59.6 59.9 59.4 59.0 59.6 58.2 57.8 58.2 57.2 56.8 56.2 54.5 58.5 59.2 60.2 58.3 57.5 56.4 57.4

野毛平 60.8 60.2 59.9 60.0 60.1 59.9 59.5 59.9 58.7 58.2 58.7 57.2 57.0 56.7 54.8 59.3 59.8 60.8 58.7 58.0 56.9 57.8

堀之内 58.9 58.2 57.8 57.4 57.6 57.5 57.7 58.0 54.6 54.4 54.4 52.6 51.1 51.5 49.9 54.0 55.9 56.8 56.0 55.4 54.3 54.8

本三里塚 59.5 58.6 58.5 58.5 58.3 58.1 57.8 58.0 57.4 57.5 58.2 55.9 55.3 55.6 54.6 57.4 57.9 59.0 59.4 57.6 57.8 58.7

南三里塚 60.4 59.7 59.6 59.0 59.1 59.7 59.6 59.3 56.2 57.1 58.2 57.0 57.7 56.6 56.9 55.2 56.9 57.3 57.8 56.5 56.6 58.2

幡　谷 56.8 56.4 56.5 56.9 57.0 56.6 56.3 55.9 52.9 54.0 53.3 51.8 51.1 50.3 48.7 53.1 54.2 55.1 56.4 55.8 55.3 55.8

成　毛 57.0 56.5 56.6 57.1 57.2 56.6 56.0 55.9 53.1 54.3 53.6 51.6 51.3 49.5 48.3 52.8 54.4 55.3 56.7 56.5 56.0 56.2

野毛平工業団地 60.8 59.9 59.7 59.8 59.9 59.5 59.2 59.7 57.9 57.4 57.9 56.7 56.1 55.2 53.2 57.6 58.7 59.8 58.3 57.9 56.9 57.5

長　沼 57.9 57.2 57.1 56.9 57.0 56.7 56.5 56.8 55.5 55.2 55.9 55.1 54.7 54.2 52.8 55.8 56.4 57.4 55.4 54.7 53.7 54.7

北羽鳥 57.5 57.1 57.3 57.2 56.8 56.6 56.0 56.6 56.0 55.5 56.0 55.8 55.6 55.4 54.5 55.7 56.3 57.4 55.6 54.3 53.5 54.9

下金山 53.3 51.9 51.5 51.5 52.3 51.9 51.5 52.2 50.4 49.8 50.9 46.6 45.8 47.3 45.0 51.1 51.5 52.5 51.0 50.5 49.1 49.4

遠　山 59.3 58.5 58.4 58.5 58.4 58.3 58.0 58.1 56.2 56.1 56.8 54.3 54.6 53.9 53.0 56.1 57.2 57.8 57.0 56.5 56.2 57.0

御料牧場記念館 56.8 56.5 56.0 56.1 56.0 56.0 55.8 55.6 54.8 54.8 55.3 52.9 52.8 52.0 52.3 54.6 55.6 57.4 56.1 54.9 54.8 55.4

本　城 58.2 57.8 57.7 57.4 57.3 57.3 56.5 56.3 54.7 55.5 56.1 54.1 54.7 53.1 53.3 54.5 55.9 58.0 56.8 55.6 55.4 55.8

馬　場 56.6 55.6 55.1 55.2 55.2 54.4 54.5 55.2 53.2 52.7 53.3 50.0 50.4 48.9 47.6 53.8 54.5 55.5 53.7 53.1 51.2 52.7

水　掛 56.7 56.3 56.3 56.5 56.8 56.2 55.8 55.6 53.4 53.9 53.6 52.2 51.6 50.4 48.7 53.0 54.5 55.6 55.9 55.5 54.8 55.0

竜　台 54.2 53.6 53.6 53.7 54.1 53.9 53.4 53.8 52.8 52.7 53.1 53.1 52.8 52.2 49.7 53.3 54.0 54.9 52.7 51.6 51.2 51.7

大　生 60.4 59.8 59.6 59.8 59.8 59.7 59.3 59.7 58.3 57.9 58.4 57.7 57.1 56.8 55.4 58.2 58.8 59.9 58.4 57.6 56.7 57.5

大　室 56.9 57.3 57.8 58.1 58.9 57.9 57.4 56.5 49.8 54.4 51.0 49.4 48.6 49.3 49.9 50.7 52.2 52.5 58.1 57.7 57.4 57.5

荒海橋本 62.6 62.1 62.4 62.2 62.0 61.9 61.2 61.6 60.9 60.9 61.6 61.8 61.4 61.5 60.8 60.9 61.2 62.0 60.4 58.7 58.2 60.2

猿　山 49.3 49.2 49.4 49.8 50.0 49.6 49.1 48.3 43.4 46.8 45.1 43.2 42.3 40.4 39.5 43.3 45.3 46.4 50.3 49.8 49.3 49.7

新　田 56.2 56.5 56.9 56.5 57.1 58.1 58.3 57.4 50.9 52.6 51.2 51.8 49.2 49.0 51.1 49.2 52.4 53.4 56.7 54.3 53.2 52.2

東和泉 58.3 56.4 56.4 56.7 55.6 55.2 54.8 53.1 56.8 57.4 58.5 57.3 56.6 55.7 56.4

（※）東和泉局では、平成31年4月1日よりデータ集計を開始しています。

無　　指　　定 騒防法　第一種区域
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図３－１  令和３年度騒音測定結果（Ｌｄｅｎ） 
 
令和３年度における成田空港の運用状況は、発着回数が前年度より３１,３０５回増加し、

１３７,５８５回となり、緩やかな回復傾向を示すが、依然、新型コロナウイルス感染症に伴

う影響を受けており、航空需要は低い傾向にある。 

滑走路別では、Ａ滑走路では１１,７６１回増加して９４,２５８回（前年比率１１４．３％）、

Ｂ滑走路では１９,５４４回増加して４３,３２７回（前年比率１８２.２％）となり、発着回

数の増加幅はＢ滑走路側で大きくなっている。 

また、成田市が位置する空港北側の滑走路別発着回数を前年度と比較すると、Ａ滑走路北

側では、離陸が７,１０１回減少した一方で、着陸は２,３９１回増加した。Ｂ滑走路北側で

は、離陸が１０,３７９回、着陸が１０,２２２回増加した。 

令和３年度における測定結果においては、このような運用状況の変化が、測定値に大きく

影響を与えているものと考えられる。 

 
Ｌｄｅｎの測定結果を前年度と比較すると、Ａ滑走路側の騒音影響を受ける測定局では、西

側側方に位置する測定局のうち比較的南側に位置する測定局で増加し、南三里塚局０.９dB、

本城局で０.８dB 増加した。これは、Ａ滑走路南側の発着回数の増加が影響しているものと

考えられる。 

 

一方で、Ｂ滑走路側の騒音影響を受ける測定局では測定値の増加幅が大きく、大室局で４.

６dB、猿山局で３.４dB、新田局で１.７dB 増加しており、Ａ滑走路とＢ滑走路の飛行コー

スに挟まれた谷間地域においても、Ｂ滑走路側に位置する成毛局で１.２dB、幡谷局で１.１

dB、水掛局で０.５dB の増加となった。令和２年度は４月１２日から７月２２日までの間、

Ｂ滑走路が閉鎖されていたこともあり、Ｂ滑走路では発着回数の増加幅がＡ滑走路よりも大

きいため、Ｂ滑走路側の騒音影響を受ける測定局で増加幅が大きくなったものと考えられる。 
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次に、①Ａ滑走路北側の飛行コース西側に位置する測定局８局、②Ａ滑走路北側飛行経路

下に位置する２局、③Ａ滑走路とＢ滑走路の飛行コースに挟まれた谷間地域に位置する８局、

④Ａ滑走路西側側方に位置する５局、⑤Ｂ滑走路東側に位置する３局に分け、図３－２に航

空機騒音測定局の配置図を、表３－３に航空機騒音測定局の一覧を示す。また、月別Ｌｄｅｎ

を図３－２－１から図３－２－５に示す。 
 
 

 
図３－２  航空機騒音測定局配置図 
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表３－３  航空機騒音測定局一覧 

 測定局名 住所 他の施設等に設置している場合の施設名 

Ａ滑走路北

側・飛行コー

ス西側 

北 羽 鳥 北

部 
北羽鳥 2155-1 成田市北羽鳥北部共同利用施設 

赤荻 赤荻 1042 成田市赤荻共同利用施設 

野毛平 野毛平 71-75 成田市野毛平共同利用施設 

長沼 長沼 560-4   

北羽鳥 北部 629   

下金山 下金山 753-1   

馬場 馬場 206-1 成田市馬場共同利用施設 

竜台 竜台 554-2   

Ａ滑走路北

側・飛行経路

下 

芦田 芦田 1560-1   

荒海橋本 荒海 716 成田市荒海共生プラザ 

Ａ滑走路とＢ

滑走路の飛行

コースに挟ま

れた谷間地域 

磯部 磯部 1337 成田市磯部共同利用施設 

堀之内 堀之内 323-1 成田市堀之内共同利用施設 

幡谷 幡谷 1306-1 成田市幡谷共同利用施設 

成毛 成毛 357 成田市成毛共同利用施設 

野 毛 平 工

業団地 
新泉 19 成田市野毛平工業団地管理事務所 

水掛 水掛 29-1 成田市水掛共同利用施設 

大生 大生 241 成田市大生共同利用施設 

東和泉 東和泉 15-2   

Ａ滑走路西

側・側方 

本三里塚 本三里塚 1001-505 成田市本三里塚共同利用施設 

南三里塚 南三里塚 128 成田市南三里塚共同利用施設 

遠山 小菅 1411 成田市立遠山小学校 

御 料 牧 場

記念館 
三里塚御料 1-34 成田市三里塚御料牧場記念館 

本城 本城 103-3   

Ｂ滑走路東側 

猿山 猿山 1080 成田市役所下総支所 

大室 大室 955-1   

新田 新田 312-2   
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 令和３年度の全体的な傾向としては、例年同様、南風が卓越し、空港北側からの離陸が減

る夏季において、多くの測定局で騒音値が減少し、北風が卓越する冬季において増加する傾

向が見られる。 
 なお、令和３年１２月より実施されていたＢ滑走路誘導路の工事（令和４年８月完成）に

伴い、Ｂ滑走路南側の使用が制限されていたことから、各滑走路の運用が見直され、Ａ滑走

路南側及びＢ滑走路北側の発着回数が増加し、Ａ滑走路北側が減少している。 
 

①Ａ滑走路北側の飛行コース西側に位置する測定局では、北風が卓越する冬季にＬｄｅｎが

高くなっており、いずれの測定局でも１１月に最高値を記録している。また、多くの測定局

で、Ａ滑走路北側での離陸機数が少なくなる８月に最低値を記録している。 
 
②Ａ滑走路北側飛行経路下に位置する測定局では、北風が卓越する冬季にＬｄｅｎが高くな

る傾向を示しているが、飛行経路直下においては、着陸機からの騒音影響も大きく受ける 
ため、他の空港北側の測定局と比較すると夏季においてもＬｄｅｎが高い傾向にある。なお、

いずれの測定局も、離着陸機数が最も多い１１月に最高値を、２月に最低値を記録している。 
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図３－２－１  月別Ｌｄｅｎ 

（①Ａ滑走路北側の飛行コース西側に位置する８局） 
 
 
 

 
図３－２－２  月別Ｌｄｅｎ 

（②Ａ滑走路北側飛行経路下に位置する２局）  
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③Ａ滑走路とＢ滑走路の飛行コースに挟まれた谷間地域に位置する測定局では、北風が卓

越する冬季にＬｄｅｎが高くなっており、いずれの測定局でも、１１月から１２月にかけて最

高値を記録している。また、いずれの測定局でも、両滑走路から北側への離陸機数が少なく

なる８月に最低値を記録している。 
 
④Ａ滑走路西側側方に位置する測定局では、北風が卓越する冬季にＬｄｅｎが高くなってお

り、本三里塚、遠山、御料記念館、本城では、１１月から１２月にかけて最高値を記録して

おり、７月から８月に最低値を記録している。なお、南三里塚では、Ａ滑走路南側の航空機

騒音の影響を受ける局であり、例年では４月から８月にかけてＬｄｅｎが高く、９月から３月

にかけて低い傾向を示しているが、離着陸状況の変化により、最高値は４月及び３月、最低

値は９月に記録している。 
 
⑤Ｂ滑走路東側に位置する測定局のうち、猿山、大室の２局は主にＢ滑走路北側における

航空機騒音の影響を受けるが、新田はＢ滑走路側方に位置し、Ｂ滑走路に着陸する航空機の

リバース音の影響を受けることから、着陸回数の変動に応じて測定値が変動していると思わ

れる。いずれの局でも冬季にＬｄｅｎが高く、１２月に最高値を記録している。また、６月か

ら８月にかけて最低値を記録している。 
 
 

 

 
図３－２－３  月別Ｌｄｅｎ 

（③Ａ滑走路とＢ滑走路の飛行コースに挟まれた谷間地域に位置する８局） 
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図３－２－４  月別Ｌｄｅｎ 

（④Ａ滑走路西側側方に位置する５局） 
 

 

 
図３－２－５  月別Ｌｄｅｎ 

（⑤Ｂ滑走路東側に位置する３局） 
  

35

40

45

50

55

60

65

R3
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

R4
1月 2月 3月

dB

本三里塚

南三里塚

遠山

御料牧場記念館

本城

35

40

45

50

55

60

65

R3
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

R4
1月 2月 3月

dB

猿山

大室

新田



40 

次に、平成２４年度からのＬｄｅｎの経年変化を地域毎に図３－３－１から図３－３－５に示す。 
 
令和３年度の全体的な傾向としては、令和２年度に新型コロナウイルス感染症に伴う航空

機発着回数が大きく減少したが、徐々にではあるが回復傾向にあり、発着回数も増加、特に

Ａ滑走路南側とＢ滑走路北側においては、増加幅が大きく、その影響によるものと思われる

騒音測定値の増加が見られる測定局が多い。 
しかしながら、令和元年度と比べるとまだ発着機数が少ないことから、測定値も低い状況

である。 
 
①Ａ滑走路北側の飛行コース西側に位置する測定局８局と②Ａ滑走路北側飛行経路下に位

置する２局における、Ｌｄｅｎの経年変化の状況を見ると、全体的に減少傾向が見られる。成

田空港の発着回数が令和元年度まで年々増加してきたことを踏まえると、低騒音型の機材の

割合が年々増加していることが影響し、減少傾向を示してきたものと考えられるが、令和２

年度に発着回数が大きく減少した影響を受けて、測定値が減少していると考えられ、令和３

年度も同様の傾向が続いている。 
 

③Ａ滑走路とＢ滑走路の飛行コースに挟まれた谷間地域に位置する８局において、経年変

化の状況を見ると、これまで緩やかな減少傾向が続いていたが、令和２年度に発着回数が大

きく減少した影響を受け、測定値が減少したと考えられる。令和３年度についても概ね同様

の傾向は続いているが、Ｂ滑走路に近い幡谷局、成毛局、水掛局では、令和２年度と比較す

るとＢ滑走路北側の発着回数が増加した影響を受けたものと思われる測定値の増加が見られ

る。 
 

 
図３－３－１  Ｌｄｅｎの経年変化 
（① Ａ滑走路北側の飛行コース西側に位置する８局） 
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図３－３－２  Ｌｄｅｎの経年変化 
（②Ａ滑走路北側飛行経路下に位置する２局） 
 
 

 
図３－３－３  Ｌｄｅｎの経年変化 
（③Ａ滑走路とＢ滑走路の飛行コースに挟まれた谷間地域に位置する８局） 
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④Ａ滑走路西側側方に位置する５局において経年変化の状況を見ると、ほぼ横ばいで推移

し、令和２年度に発着回数減少の影響を受けて測定値が減少となった。令和３年度も概ね同

様の傾向が続いているが、南三里塚、本城の２局においては測定値が増加、中でも南三里塚

局の増加幅が大きくなっている。これは、南三里塚局はＡ滑走路南側離陸機の騒音影響を大

きく受けており、令和３年度は、Ａ滑走路南側の離陸機の増加幅が大きかったことによるも

のと思われる。 
 
 
⑤Ｂ滑走路東側に位置する３局において、経年変化の状況を見ると、大室局と猿山局では

平成２８年度まで増加し、その後に減少が見られる。Ｂ滑走路では、合計の発着回数は年々

増加しているものの、北側離陸機の発着回数は平成２８年度を境に減少しており、この２局

はＢ滑走路北側の飛行コース東側に位置することから、Ｂ滑走路北側離陸機の発着回数増減

の影響を受けて推移したものと考えられる。また、新田局において年度毎の変動が大きく、

平成２８年度から平成３０年度にかけて増加していることが分かる。新田局は、Ｂ滑走路の

側方に位置し、Ｂ滑走路に着陸する航空機のリバース音の影響を受けており、主にＢ滑走路

の着陸回数の影響を受けて、測定値が変動しているものと思われる。なお、いずれの測定局

においても、令和３年度については、令和２年度の新型コロナウイルス感染症や、Ｂ滑走路

の閉鎖の影響を受けて、測定値が大きく減少していた状況から、Ｂ滑走路の発着回数増加に

伴い測定値が増加した。 
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図３－３－４  Ｌｄｅｎの経年変化 
（④Ａ滑走路西側側方に位置する５局） 
 
 
 

 
図３－３－５  Ｌｄｅｎの経年変化 
（⑤Ｂ滑走路東側に位置する３局） 
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次に、月別に観測された航空機騒音の回数とＬｄｅｎの関係を図３－４－１から図３－４－

５に示した。これらの図より、各測定局において、どの航空機騒音の寄与が大きいかを見る

ことができる。 
なお、図では、北側に位置する測定局をより上段に、南側に位置する測定局をより下段に

配置した。 
 
 

３－２－１ ①Ａ滑走路北側の飛行コース西側に位置する測定局 
 

・下金山、馬場 （図３－４－１（ｅ）（ｇ）） 
この２局では、Ａ滑走路から北へ離陸する航空機騒音がほとんどを占めている。このため、

Ａ滑走路北側での離陸機数が少なかった５月から８月にかけて測定回数及びＬｄｅｎが低く、

北風の卓越する冬季に騒音測定回数が増え、Ｌｄｅｎが高くなっている。季節による変動幅は

馬場が７.９dB、下金山で７.５dB あり、離陸機の測定回数により、変動が大きくなってい

るものと考えられる。 
 
・竜台、北羽鳥、北羽鳥北部、長沼、赤荻、野毛平 

（図３－４－１（ａ）～（ｄ）、（ｆ）（ｈ）） 
これらの測定局でも、測定された騒音のほとんどはＡ滑走路の離着陸機の騒音である。一

般的に、飛行高度が低くなる着陸機は、飛行コース直下へ騒音影響が集中しやすく、飛行高

度の高くなる離陸機は、飛行コース側方へ騒音影響が及びやすいものと考えられ、コース西

側に位置するこれらの局では、主に離陸機騒音の影響を受けているものと考えられる。この

ためいずれの測定局においても、北への離陸機数が最も少なかった８月にＬｄｅｎが最小値を

記録し、北風が卓越し北側離陸機の増加する冬季に高い値を示している。なお、これら測定

局の中で、北羽鳥は着陸機の影響を比較的大きく受けるため、離着陸機数が最も少ない２月

に最低値を記録している。 
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（ａ）竜台 

 
（ｂ）北羽鳥 

 
（ｃ）北羽鳥北部 

 
（ｄ）長沼 

 
（ｅ）下金山 

 
（ｆ）赤荻 

 
（ｇ）馬場 

 
（ｈ）野毛平 

 

図３－４－１  騒音測定回数とＬｄｅｎの関係 
（①Ａ滑走路北側の飛行コース西側に位置する８局） 
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３－２－２ ②Ａ滑走路北側飛行経路下に位置する測定局 
 

・荒海橋本、芦田 （図３－４－２（ａ）（ｂ）） 
飛行経路下において、着陸時は航空機までの直線距離（スラントディスタンス）が短く、

エンジン出力を絞る着陸機であっても、測定される騒音レベルが大きいことから、飛行コー

ス直下に位置する荒海橋本局、芦田局は、Ａ滑走路を北側に離陸する航空機騒音の影響に加

えて、着陸機の騒音影響も大きく受ける測定局となる。 
観測された測定回数を見ると、５～８月には５割以上が着陸機騒音、１～２月には７割以

上が離陸機騒音となっており、Ａ滑走路北側で合計発着回数が少なくなった２月において、

Ｌｄｅｎの最小値を記録している。 
Ｌｄｅｎの季節変動の幅は荒海橋本で３.８dB、芦田で３.９dB であったが、空港北側で離陸

機数の少なくなる夏季においても、着陸機騒音の影響を受けてＬｄｅｎが増加することで、季

節変動の幅が小さくなっているものと思われる。 
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（ａ）荒海橋本 

 
（ｂ）芦田 

 

図３－４－２  騒音測定回数とＬｄｅｎの関係 
（②Ａ滑走路北側飛行経路下に位置する２局） 
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３－２－３ ③Ａ滑走路とＢ滑走路の飛行コースに挟まれた谷間地域に位置する測定局 

 

・磯部、大生、東和泉、野毛平工業団地（図３－４－３（ａ）（ｃ）（ｅ）（ｇ）） 

これらの測定局では、Ａ滑走路とＢ滑走路の飛行コースに挟まれた谷間地域のうち、比較

的西寄りに位置し、主にＡ滑走路側の騒音影響を受けている。Ｂ滑走路側の騒音も測定され

てはいるものの、Ｂ滑走路北側の飛行コースからは距離があり、騒音レベルが比較的小さく

なることから、Ｂ滑走路の騒音影響がＬｄｅｎに与える影響は少ない。 

Ａ滑走路の騒音測定回数は、５月～８月を中心に少なくなり、９月～１１月を中心に多く

なっている。Ｌｄｅｎは、いずれの測定局においても、８月に最小値を記録し、１１月に最大

値を記録している。 

 

・水掛、幡谷、成毛（図３－４－３（ｂ）（ｄ）（ｆ）） 

谷間地域の東寄りに位置するこれら３局では、Ｌｄｅｎは上記の磯部局などと似た季節変動

を示しているが、Ａ滑走路の騒音影響に加えて、Ｂ滑走路の騒音影響を受ける点で異なって

いる。Ｂ滑走路の離着陸騒音の測定回数は、水掛局で約４割、幡谷局で約５割、成毛局で約

４割となっている。成毛局は、距離的にはＡ滑走路よりＢ滑走路の飛行コースが近いが、地

形の影響を受けて、Ｂ滑走路側の測定回数が少なくなっているものと思われる。 

 
・堀之内（図３－４－３（ｈ）） 

Ａ滑走路とＢ滑走路に挟まれる堀之内局では、測定される航空機騒音の約６割がＡ滑走路

の離陸機騒音が占めている。月別の推移を見ると、北風が卓越する冬季にかけて、Ａ滑走路

離陸機の測定回数及びＬｄｅｎが増加しており、Ａ滑走路を北へ離陸する航空機騒音の寄与に

よってＬｄｅｎに変動が生じていると考えられる。 
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（ａ）磯部 

 
（ｂ）水掛 

 
（ｃ）大生 

 
（ｄ）幡谷 

 
（ｅ）東和泉 

 
（ｆ）成毛 

 
（ｇ）野毛平工業団地 

 
（ｈ）堀之内 

 

図３－４－３  騒音測定回数とＬｄｅｎの関係 
（③Ａ滑走路とＢ滑走路の飛行コースに挟まれた谷間地域に位置する８局） 
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３－２－４ ④Ａ滑走路西側側方に位置する測定局 
 
・遠山、本三里塚、御料牧場記念館、本城（図３－４－４（ａ）～（ｄ）） 

遠山局、本三里塚局、御料牧場記念館局、本城局は、Ａ滑走路西側側方に位置し、主にＡ

滑走路北側を離着陸する航空機騒音の影響を受けているが、Ａ滑走路南側の離陸機や、南側

からの着陸時におけるリバース音、地上音などの騒音影響も見られる測定局である。 
 いずれの局でも、北側離陸機の発着回数が増加する冬季にかけてＬｄｅｎが高くなっており、

北側合計発着回数が少なくなった７～８月にかけてＬｄｅｎが最も低い値となった。 
 側方地域の中でも、比較的北寄りに位置する遠山局では、Ａ滑走路北側からの着陸機騒音

も多く測定されているが、より南側に位置する測定局では、着陸機騒音の測定回数が少なく

なる傾向が見られる。 
 

・南三里塚（図３－４－４（ｅ）） 

Ａ滑走路より南側にある南三里塚局では、Ｌｄｅｎの推移を見ると、他の測定局とは異なり、

Ｌｄｅｎの季節変動の幅は３.０dB となっており、夏季のレベルの減少は小さい。これは、南

三里塚局がＡ滑走路南側離陸機の騒音影響を大きく受けて、Ｌｄｅｎが変動していることによ

るものと思われる。 
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図３－４－４  騒音測定回数とＬｄｅｎの関係 
（④Ａ滑走路西側側方に位置する５局） 
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３－２－５ ⑤Ｂ滑走路東側に位置する測定局 

 

・猿山、大室（図３－４－５（ａ）（ｂ）） 

Ｂ滑走路北側で飛行コースの東側にある猿山局、大室局では、主にＡ、Ｂ両滑走路から北

への離陸機とＢ滑走路への着陸機の騒音が観測されている。 
これらの測定局では、Ａ滑走路の飛行コースからは大室局で約３.２km、猿山局で約４.

２km の距離があり、また、Ｂ滑走路の飛行コース直下からも離れているため、Ａ滑走路の

離陸機騒音は大きなレベルを示さず、Ｂ滑走路の着陸機の騒音も同様であることから、Ｌｄｅ

ｎに与える影響は、Ｂ滑走路の離陸機騒音によるものが大きいと思われる。 
令和３年度においては、Ｂ滑走路離陸機の発着回数が増加する冬季にかけてＬｄｅｎが高く

なっており、発着回数が少なくなった６～８月にかけてＬｄｅｎが最も低い値となった。なお、

１２月からのＬｄｅｎが大きく増加しているが、これは令和３年１２月より実施されていたＢ

滑走路誘導路の工事の影響で、Ｂ滑走路北側の離発着回数が増加したことことが影響してい

るものと思われる。 
 

・新田（図３－４－５（ｃ）） 

Ｂ滑走路の側方で東側に位置する新田局では、Ｂ滑走路南端に近く、Ｂ滑走路着陸機の騒

音影響を大きく受けるが、その中でも、Ｂ滑走路着陸機リバース音の影響を強く受けてＬｄｅ

ｎが推移している。Ａ滑走路の離陸機騒音も測定されるが、Ｂ滑走路側の航空機と比較して１

機当たりの騒音は小さいことから、Ｌｄｅｎに与える影響は少なく、７～８月の測定値を見る

と、Ａ滑走路離陸機の測定回数が減っている一方で、Ｂ滑走路離陸機の測定回数がＡ滑走路

離陸機の減少回数と同程度増加し、それに伴いＬｄｅｎが増加していることがわかる。 
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図３－４－５  騒音測定回数とＬｄｅｎの関係 
（⑤Ｂ滑走路東側に位置する３局） 
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３－３  騒音測定結果（ＷＥＣＰＮＬ） 
 

旧指標であるＷ値については、長年にわたり使用されてきた指標であることから、騒音対

策の継続性を考慮して平成２５年度以降も継続して算出することとしている。また、Ｗ値を

算出することでＬｄｅｎとの比較を行うこともできる。 
 
 
表３－４に、令和３年度月別のＷ値及び平成１１年度から令和３年度までの年間値を示す。 
測定結果では、第一種区域外側にある９カ所の測定局で、年間値及び月間値ともに７５Ｗ

を超えていない。また、第一種区域内の１７カ所の測定局では、年間値が７５Ｗを超えた測

定局はなかった。 
 
 
次に、図３－６－１から図３－６－５に、平成元年度からのＷ値の経年変化を地域毎に示

す。 
Ｗ値においては、令和２年度と比べると４.９Ｗから－０.８Ｗの変動であった。２６の測

定局のうち、Ｂ滑走路東側に位置する大室局では４.９Ｗ、猿山局で３.６Ｗ、新田局で２.

２Ｗ増加し、Ａ滑走路とＢ滑走路の飛行コースに挟まれた谷間地域に位置する成毛局では２.

４Ｗ、幡谷局で１.４Ｗ、水掛局で０.７Ｗの増加、Ａ滑走路西側側方に位置する南三里塚局

では０.８Ｗの増加であり、Ｂ滑走路に近い測定局もしくはＡ滑走路南側に近い測定局ほどＷ

値が増加する傾向であった。 
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図３－６－１  ＷＥＣＰＮＬの経年変化 
（①Ａ滑走路北側の飛行コース西側に位置する８局） 
 
 

  
図３－６－２  ＷＥＣＰＮＬの経年変化 
（②Ａ滑走路北側飛行経路下に位置する２局） 
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図３－６－３  ＷＥＣＰＮＬの経年変化 
（③Ａ滑走路とＢ滑走路の飛行コースに挟まれた谷間地域に位置する８局） 
 
 
 
 

 
図３－６－４  ＷＥＣＰＮＬの経年変化 
（④Ａ滑走路西側側方に位置する５局） 
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図３－６－５  ＷＥＣＰＮＬの経年変化 
（⑤Ｂ滑走路東側に位置する３局） 
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３－４  夜間時間帯の騒音の変化について 
 

Ａ滑走路では、令和元年１０月２７日（冬ダイヤ）より開港以来初めて夜間飛行制限が変

更され、運用時間が１時間延長されて午前０時までとなった。これに伴い、Ａ滑走路では、

２２時台の離着陸を１０便までとする便数制限が廃止され、「離着陸制限（カーフュー）の弾

力的運用」の時間帯は、０時から０時３０分までの３０分間へ変更された。 
 
 この夜間飛行制限の変更については、睡眠や健康への影響を懸念する声が上がっているこ

とを踏まえ、騒音対策として、延長される２３時以降に運航する航空機を低騒音機に限定す

ることや、騒特法防止地区を含む一定の範囲を対象に、共生財団による内窓設置工事の助成

事業が実施されている。 
 また、健康影響調査を含む生活環境への影響調査を実施することとされており、学識経験

者などで構成される「成田国際空港 航空機騒音 健康影響調査委員会」において、具体的な

実施時期、調査項目及び調査方法などが審議のうえで立案され、それに基づき調査が実施さ

れる予定である。 
  
（１）Ａ滑走路における夜間の発着回数について 

Ａ滑走路を対象として、２２時台、２３時台、０時以降（０時台から５時台）の夜間・深

夜時間帯における令和３年度の月別発着回数を以下の表に示す。 
 
表３－５ 夜間時間帯におけるＡ滑走路月別発着回数 

月 

A 滑走路 

空港北側 空港南側 合計 

22 時台 23 時台 0 時以降 22 時台 23 時台 0 時以降 22 時台 23 時台 0 時以降 

4 180 100 0 192 102 1 372 202 1 

5 181 68 0 203 93 0 384 161 0 

6 144 48 0 218 109 0 362 157 0 

7 189 61 0 234 104 1 423 165 1 

8 120 42 0 279 100 0 399 142 0 

9 272 80 0 154 58 1 426 138 1 

10 277 89 1 179 58 1 456 147 2 

11 336 113 0 160 29 0 496 142 0 

12 304 132 2 210 58 0 514 190 2 

1 323 132 8 152 43 1 475 175 9 

2 208 101 6 156 42 0 364 143 6 

3 263 82 0 244 65 0 507 147 0 

合計 2,797 1,048 17 2,381 861 5 5,178 1,909 22 

日平均 7.7 2.9 0.0 6.5 2.4 0.0 14.2 5.2 0.1 

 
 

夜間飛行制限が変更となり、延長された２３時台のＡ滑走路発着回数は、１日当たり平均

して約５.２回であり、成田市域が位置する空港北側においては、１日当たり平均して２.９

回であった。  
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（２）夜間時間帯における騒音発生状況について 
 

ここでは、夜間時間帯における騒音発生状況を見るため、時間帯別（Ｎ１：0：00～7：00、
Ｎ２：7：00～19：00、Ｎ３：19：00～22：00、Ｎ４：22：00～24：00）に観測された１

時間当たりの航空機騒音測定回数と等価騒音レベル（ＬＡｅｑ）の関係を図３－４－１から図

３－４－５に示した。なお、図では、北側に位置する測定局をより上段に、南側に位置する

測定局をより下段に配置した。 
 
 令和３年度における成田空港の発着回数は、令和２年度から新型コロナウイルス感染症の

影響により、両滑走路において令和元年度と比べて大きく減少しているが、図３－４－１か

ら図３－４－５において、エリア別に各測定局の状況を見ると、いずれの局においても、昼

間から夕方の時間帯となるＮ２・Ｎ３時間帯において、騒音測定回数が令和元年度より大き

く減少しており、発着回数減少の影響がＮ２・Ｎ３時間帯に集中している状況がわかる。 
 その一方で、夜間のＮ４時間帯の状況を令和元年度と比較すると、全体的に騒音測定回数

の減少は見られず、中でもＡ滑走路の騒音影響を受ける測定局においては、夜間飛行制限の

変更による影響に伴い、騒音測定回数の増加が見られた。さらに、令和２年度と令和３年度

を比較すると、Ａ滑走路西側側方に位置する５局のみ、騒音測定回数の増加がみられた。そ

の要因としては、Ａ滑走路南側の発着回数の増加による影響と考えられる。 
 また、令和３年度における騒音測定回数やＬＡｅｑについて、令和２年度と比較すると、Ｂ

滑走路東側に位置する３局を除く測定局においては、若干の増加が見られる測定局もあるも

のの、Ｎ２・Ｎ３・Ｎ４時間帯の値いずれもが、令和２年度と概ね同様の値を示しており、

令和２年度同様、夜間時間帯の騒音測定回数の頻度や騒音レベルが昼間・夕方時間帯と同程

度であることが見て取れる。 
 一方、Ｂ滑走路東側に位置する３局においては、令和２年度と比較するとＮ２・Ｎ３時間

帯で発着回数増加の影響が見られたことから、夜間時間帯の騒音測定回数やＬＡｅｑは昼間・

夕方時間帯よりも小さな値を示していることが見て取れる。 
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（ｈ）野毛平 

 
 

図３－４－１  騒音測定回数とＬＡｅｑの関係 
（①Ａ滑走路北側の飛行コース西側に位置する８局） 
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（ａ）荒海橋本 

  
（ｂ）芦田 

 
 

図３－４－２  騒音測定回数とＬＡｅｑの関係 
（②Ａ滑走路北側飛行経路下に位置する２局） 

 

  

0.0

15.0

30.0

45.0

60.0

75.0

0

5

10

15

20

25

N1 N2 N3 N4

LAeq（ｄB（A））1時間当たり騒音測定回数（回）

0.0

15.0

30.0

45.0

60.0

75.0

0

5

10

15

20

25

N1 N2 N3 N4

LAeq（ｄB（A））1時間当たり騒音測定回数（回）

１時間当たり騒音測定回数（R1) １時間当たり騒音測定回数（R2) １時間当たり騒音測定回数（R3)

 LAeq（R1)  LAeq（R2)  LAeq（R3)



63 

 
（ａ）磯部 

 
（ｂ）水掛 

 
（ｃ）大生  （ｄ）幡谷 

 （ｅ）東和泉  （ｆ）成毛 

 （ｇ）野毛平工業団地  （ｈ）堀之内 
 
 

図３－４－３  騒音測定回数とＬＡｅｑの関係 
（③Ａ滑走路とＢ滑走路の飛行コースに挟まれた谷間地域に位置する８局） 
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 （ａ）遠山  （ｂ）本三里塚 

 （ｃ）御料牧場記念館  （ｄ）本城 

 （ｅ）南三里塚 

 

 
 

図３－４－４  騒音測定回数とＬＡｅｑの関係 
（④Ａ滑走路西側側方に位置する５局） 
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 （ａ）猿山  （ｂ）大室 

 （ｃ）新田 

 

 
 

図３－４－５  騒音測定回数とＬＡｅｑの関係 
（⑤Ｂ滑走路東側に位置する３局） 
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